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講時 単位数 2

履修に当たっ
ての注意・助言

/準備学習

・授業中の私語は慎み、携帯電話はマナーモードにしておくこと。
・授業には辞書を持参すること。
・遅刻を３回すると１回の遅刻とします。
・延着の場合は当日の日付の入った延着届けを当日中に提出すること。
　その際、延着届けに学籍番号と氏名を必ず記入すること。記入のない場合は遅刻の扱いになるので気をつ
ける　こと。

講義計画

、前期＞
1　オリエンテーション
2  発音・文法基礎・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
3　発音・文法基礎・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
4　発音・文法基礎・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
5　発音・文法基礎・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
6　発音・文法基礎・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
7　発音・文法基礎・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
8　発音・文法基礎・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
9　発音・文法基礎・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
10　発音・文法基礎・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
11　発音まとめ　
12　発表・Ｆ.Ｑ.Ｗ.　
13　発表・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
14　前期の文法復習
15　前期まとめ

＜後期＞
1　オリエンテーション
2　発音・文法基礎・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
3　発音・文法基礎・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
4　発音・文法基礎・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
5　発音・文法基礎・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
6　発音・文法基礎・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
7　発音・文法基礎・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
8　発音・文法基礎・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
9　発音・文法基礎・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
10　発音・文法基礎・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
11　発音まとめ　
12　発表・Ｆ.Ｑ.Ｗ.　
13　発表・Ｆ.Ｑ.Ｗ.
14　後期の文法復習
15　後期まとめ

テキスト
A New Approach to Understanding English Grammar 藤田直也　著　朝日出版社　
プリント配布

参考書 特になし

目的と概要 英語の発音を正しく身につけ、基礎的な文法を身につけ易しい英文作成ができるようになることを目指す。

成績評価法 出席１０％、発表３０％、定期テスト６０％

開期 通年 水曜日1限

授業テーマ
この授業の目標は、英語の基礎的学力を身につけることにある。具体的には、英語の発音練習、英語の文構
造の再確認、そして文構造を理解した上での英文の自由作成である。

科目名 英語Ⅱ

担当教員 吉田　三紀

配当 人社2(4313)

2011年度




